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概 要 

コロナ禍を機に多くの大学が LMSを導入した。LMSは、昨今の学生にとって親和
性もあり、教育効果向上にとって重要な役割を果たしたことは間違いない。これま
で、LMS導入前の 2018-2019 年度（対面授業）、LMS導入の 2020 年度（遠隔授
業）、LMS導入後の 2021-2022 年度（対面授業）の３期間の学生の成績評価の基
本統計量から LMSに有意性があるように思われた。しかし、2018-2019 年度と
2021-2022 年度とのカイ二乗検定からは、LMSの有意性は見られなかった。ま
た、学生の意識調査からは受講（課題作成）に際して効率性を求めていることもわ
かった。しかし、LMSに資料が掲出されることから教員の口頭指導を聞かない傾向
が目立つようになってきた。そこで掲出する資料の内容を口頭指導を聞かなければ
わからない程度に抑えると成績は大きく下がった。対面授業にとっても、LMSは便
利なツールであることは間違いないが、遠隔授業ではないため、口頭指導に目を向
けさせる資料掲出の工夫と意識向上に向けた指導が求められる。 

 
 
１．はじめに 
2020 年 4月コロナ禍により、多くの大学

で対面授業を実施することができず、遠隔授
業となった。すでに LMS（Learning 
Management System）を導入していた大学
ではスムーズに遠隔授業に移行できたが、コ
ロナ禍を期に LMSを導入した大学では授業
開始時期をずらしながらもなんとか遠隔授業
を実施することができた。本学においては、
GWE（Google Workspace for Education）
を新たに導入し、遠隔授業を開始することが
できた。こうして、全国的に LMSの導入が
一気に進み、新たなシステムにより教授法も
多様化した。 
高等学校においては、生徒用のモバイル

端末の導入は 84.9％[1]にものぼった。さら
に、10代のスマートフォン利用率は
96.4％、20代は 99.5%[2]とほとんどの高校
生、大学生世代が当たり前のように使用して

いる状況である。また、篠ら[3]による教科
「情報」に関する調査では、2010 年以来新
入生の ICTのスキルは下がり続け、かつ学
生本人も苦手意識を持ち続けていることもわ
かっている。筆者が担当しているコンピュー
タ基礎教育においても、LMSの導入により
成績分布が向上した年度もあったが、資料の
掲出の仕方によって成績分布が大きく変わ
り、同時に学生の意識も成績分布に大きく影
響することもわかった。 
本発表では、数ある課題の中から、財務

省の一般会計決算書（歳入・歳出の概要）[4]

をまとめる表計算課題の成績分布（2018-
2023 年度）をこれまでの基本統計量に加
え、カイ二乗検定と残差分析による検証を試
みた。併せて、LMSに掲出する資料の情報
量に対する、学生の受講に対する意識を調査
した。

 



２．評価と意識調査の概要 
２．１ 課題「財務省一般会計決算書（歳入・歳出の概要）」と評価について 
例年 12ほど課す表計算課題から、５年間

にわたって変更のない課題「財務省一般会計
決算書（歳入・歳出の概要）」の成績から評
価・検証を行った。授業の進め方は、
Google Meet による遠隔授業を実施した
2020 年度については、Google クラスルーム
の資料として、見本および作成手順をテキス
ト資料とともに動画資料も掲出した。学生か
らの質問については、随時Google Meet に
て受け付けた。対面授業に復帰した 2021 年
度以降は 2020 年度と同様の資料をGoogle
クラスルームに掲出した。ただし動画資料は
掲出しなかった。コロナ禍以前（LMS未導
入）の 2018 年度および 2019 年度の対面授
業については、学生の操作卓の間に設けられ
た提示モニタに見本および作成手順、テキス
ト資料をプレゼンテーション資料として授業
中掲出し続けた。なお、レジュメを配布する
のではなく、学生のスマートフォンにて提示

モニタの撮影を許可し、授業時間外の作業に
おいても参考にできるよう配慮した。課題の
点数は 1点刻みの 10点満点で基本統計量を
求め評価した。また、カイ二乗検定と残差分
析においてはサンプル数を多くするため、２
点刻みの５点満点で行った。調査に使用した
本課題は、財務省のウェブサイトに掲載され
ている「財務省の政策」から「歳入・歳出の
概要」を表計算ソフトでまとめる課題である
（図１）。手順は、国会に提出された最新の
決算データを教科書の書式通りに転記（すべ
てを転記するのではなく、決算表を理解し表
計算課題として内訳があるものは計算す
る）、集計した後、構成比、プライマリーバ
ランスの算出、構成比をもとに円グラフの作
成、そして考察するものである。なお、
GWEを利用した 2020 年度以降はGoogle
スプレッドシートを、それ以前はMicrosoft
エクセルを使用した。 

 

 
図１．課題見本「平成 29 年度 歳入・歳出の概要」 

 
 
２．２ 意識調査について 
これまで 2020 年度遠隔授業を受けた学

生の意識調査を行い、当時の学生らは社会状
況もあり、とにかく一生懸命授業を受けてき

たことを報告してきた[5]。結果、成績も良か
った。翌年の 2021 年度以降、対面授業に戻
り、2020 年度に導入した LMSを用いた授業



を行ってきた。学生らにとっては、教室以外
においても資料を閲覧できることにより、効
率よく課題作成ができるメリットは計り知れ
ない。しかし、いつでもどこでも資料を閲覧
できることから、授業時間中の教員の口頭指
導を聞かない傾向が目立つようになってき
た。教員が口頭指導している最中から、口頭
指導を聞かず作業をする学生が目立ってい

る。また、メモを取ることができない学生も
多くなってきた。その結果、指導のポイント
を押さえていない課題が多くなり、成績もば
らつくようになった。そこで、Google クラ
スルームに掲出する資料の情報量に対する学
生の受講に対する意識調査を行い、学生の受
講に対する意識と成績結果の関連性を探っ
た。設問は次の通りである。

 

 
 
 
 
３．評価の結果 
３．１ 2018-2023 年度の成績評価について 
 

 
図２．2018-2023 年度成績分布 

 

（設問１）クラスルームの情報量は、教員の口頭指導を聞かなくても十分な情報量がよいか 
• はい 
• いいえ 

（設問２）クラスルームに資料が掲出されるが、教員の口頭指導は必要であるか 
• はい 
• いいえ 

 
 



これまで報告してきた通り、従来の対面
授業である 2018-2019 年度、LMSを導入
したコロナ禍（遠隔授業）の 2020 年度、対
面授業に戻った 2021 年度以降について、注
目した課題の成績分布から学生の動向を調査
してきた。明らかに LMSの導入により効率
的に授業を進めることができるようになった
が、そこに掲出する資料の程度と学生の意識
により成績分布に違いがみられた。2020 年
度の成績が良いことは特別な状況ではあった
ものの、その後の 2021-2022 年度について
も、成績分布と基本統計量からは、LMSの
効果・有意性があるように思われた。2023
年度は、口頭指導を聞かず、LMSの資料だ
けで課題作成に取り掛かってしまう学生の割
合が多かったことから、LMSに掲出する資
料を最小限かつ、かなり限定的な情報量に
し、口頭指導を聞かなければ課題作成ができ

ないようにしたところ、明らかに全体に成績
分布が落ちた（図２）。 
そこで、（１）LMS導入以前の 2018-

2019 年度、（２）コロナ禍（遠隔授業）の
2020 年度、（３）LMS導入後の 2021-
2022 年度、（４）LMSの資料の内容を見直
した 2023 年度の４つの期間に分け、カイ二
乗検定と残差分析による検証を試みた。これ
まで報告してきた通り、コロナ禍の 2020 年
度については、どの期間と比べても成績分布
もよく、カイ二乗検定からもハッキリと有意
性をみることができた。また、2018-2019
年度と 2021-2022 年度の間には基本統計量
から 2021-2022 年度に有意性があると思わ
れたが、カイ二乗検定からはハッキリとした
有意性をみることはできなかった（図３）。
併せて、残差分析から成績分布からみてとれ
た程度の若干の有意性をみることができた。 

 

 
図 3．2018-2019 年度と 2021-2022 年度の成績評価 

 
 
つぎに、2021-2022 年と 2023 年度の評

価を行った。成績分布からもカイ二乗検定、
残差分析ともに明らかに 2023 年度は成績が

落ち、2021-2022 年度に有意性がみてとれ
た（図４）。この 2023 年度については、ど
の期間とも同様の検定結果であった。



 
図 4． 2021-2022 年度と 2023 年度の成績評価 

 
以上の通り、LMSは学生との親和性は非常
に良いが、当然のことながら、掲出する資料

の情報量により、学生の成績に大きく影響を
与えることが本調査からもわかった。 

 
 
 
３．２ 意識調査結果 
 

 
図 5．資料掲出に対する意識調査 



LMSは、いつでもどこでも資料を閲覧で
きるだけでなく、教員とコミュニケーション
を取れるなど学生らにとってのメリットは計
り知れない。しかしながら、便利があるゆ
え、効率的であるがゆえ、使い方次第でデメ
リットもあるだろう。特に、オンデマンド授
業に耐えうる情報量の資料を掲出すると、当
然のことながら教員の口頭指導を聞かなくな
ってしまう。そこで、LMSに掲出する資料
の情報量に対する、学生の受講に対する意識
を調査した。調査は、１年次必修の本演習終
了後の２年次のオリエンテーション時に行っ
た。回答数は、2022 年度 51名、2023 年度
43名である。 
調査の結果、教員による口頭指導が必要

であると回答した学生は、2022 年度は
78.4%、2023 年度は 86%に上った。しかし
ながら、講義や課題の説明をしている指導の
最中に、口頭指導が必要であると回答が多数
であるにも関わらず LMSの資料を見ながら
課題の作成に取り掛かる学生が非常に多い。
LMS導入以前は、教科書だけなので、こち
らの口頭指導を聴きながら、必要に応じて教
科書にメモを書き込む学生も見られた。ここ
のところ、メモを取らない学生も多く、メモ

をとるよう指示すると教員のデモンストレー
ションをスマホで写真を取ることがほとんど
であり、ポイントを押さえられているとはい
えない。それぞれの課題については、必ず考
察も記述させているが、論点整理をした上で
の考察ではなく、多くが感想文になっていた
り、ネット記事のコピペも多く見受けられ
た。 
また、LMSに掲出する資料を教員の口頭

指導を聞かなくても十分な情報量があったほ
うが良いか尋ねたところ、半数超（2022 年
度は 58.8%、2023 年度は 51.2%）の学生が
多くの情報量を求めていることがわかった。
一昨年の調査では、76.5％もの学生が動画資
料もあったほうがいいと回答した。それを裏
付けるように 2023 年度の授業評価アンケー
トの回答の中に「口頭指導よりも課題作成の
時間を多くとって欲しい」とあったことから
も、LMSに多くの情報量を求めていて、そ
れだけでも課題ができることを望んでいるこ
とが明らかである。以上のことから、多くの
学生は、口頭指導による講義や課題の趣旨を
理解し、学ぶということよりも、課題を提出
することを目的化しているといえるだろう。 

 
 
４．まとめ 
これまで学生との親和性の高い LMSが教

育効果の向上に寄与すると仮説をたてていた
が、ただ単に LMSの導入だけでは教育効果
の向上は見られない。当たり前といえば、そ
れまでだが、LMSというツールを教育効果
向上につなげるためには、掲出する資料を精
査する必要があり、対面授業ならば口頭指導
に向けさせる資料が必要であり、目的意識を
しっかり理解させる必要もあり、同時に口頭
指導もそれに合わせてブラッシュアップさせ
なければならない。残念なことに、学生の意
識として、講義を聞かなくても課題ができる
だけの情報量を欲しがっていることもわかっ

た。 
2020 年度は特別な状況ではあったが、遠

隔授業であり、また動画資料も掲出したこと
により、学生にとって理解しやすかったのだ
ろう。昨今の学生は、普段、動画視聴に多く
の時間を割いている[2]。そうしたことからも
動画資料を掲出することは、文字情報よりも
動画情報の方が今の学生にとっては理解しや
すいことは間違いなく、学生が望んでいるこ
ともわかった。演習授業ではあるが、人の話
を聞き、メモを取り、論理的に理解をすると
いう大学の学びとしての心構えを周知してい
きたい。 
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